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2025年１月 28日 

各      位 
 

会 社 名   ア ミ タ ホ ー ル デ ィ ン グ ス 株 式 会 社 

代 表 者   代 表 取 締 役 会 長  兼  C V O  熊 野 英 介 

（ コ ー ド 番 号 ： 2 1 9 5  東 証 グ ロ ー ス ） 

問合せ先責任者  代表取締役社長  兼  C I O O 末次貴英 

Ｔ Ｅ Ｌ     （ 0 7 5 ） 2 7 7 - 0 3 7 8 （ 代 表 ） 

 

アミタ HD、「第 21回 LCA日本フォーラム表彰」で奨励賞を受賞のお知らせ 

～MEGURU STATION®を軸にした、ひと・自然・もの・情報・気持ちの 

循環プラットフォームが評価～ 

 

 

当社（代表取締役会長 兼 CVO:熊野英介、代

表取締役社長 兼 CIOO:末次貴英）は、互助共助

コミュニティ型資源回収ステーション「MEGURU 

STATION®」を軸に、官民連携で産業と暮らしの

好循環を創出するためのプラットフォーム構築

に取り組んでいます。このたび「第 21回 LCA日

本フォーラム表彰＊」において、本取組を通じ

た「MEGURU STATION®」の利用による健康効果

や、住民による資源の持ち込みによる CO２削減

効果等が評価され「奨励賞」を受賞しました。 

 

* LCA 日本フォーラム表彰：LCA（Life Cycle Assessment：ライフサイクルアセスメント）は、商品やサービス

の資源の採取から製造、使用、廃棄、輸送等すべての段階を通して、あらゆる環境影響を定量的に評価する手法。

LCA 日本フォーラム表彰は、LCA の実施に取り組む、もしくは積極的に活用する企業を表彰する制度。 

 

 

 
記 

 

 

1. 受賞背景 

アミタグループは、地域の身近な拠点で住民が資源（ごみ）を持ち寄り分別することをきっか

けに、互助共助のコミュニティを育む、「MEGURU STATION®」を日本全国５地域 16か所に展開し、

普及を進めています。これは、自治体の環境課題や人口減少、少子高齢化、社会保障費の増大、

雇用縮小等の課題を統合的に解決する拠点です。また「MEGURU STATION®」から回収された資源

を加工し、再生資源として企業等に安定供給する「MEGURU FACTORIES」の開発も進め、ひと・自

然・もの・情報・気持ちのすべてが循環し、産業と暮らしの全体最適を生み出す「MEGURU 

PLATFORM」の構築に官民連携で取り組んでいます。 

１月 27 日 表彰式にて 

当社取締役 兼 CGO の岡田（中央）が賞状を受彰！ 

https://lca-forum.org/commendation/
https://lca-forum.org/commendation/
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これまで実施してきた実証実験で、「MEGURU STATION®」の利用者の健康意識と幸福感の増進

や、累積介護費用抑制の効果、プラスチック製容器包装の分別による CO２削減効果等について

検証を行い、有意な結果が得られたことが今回の受賞につながっています。 

 

2. 受賞理由 

LCA 日本フォーラムから本取組において、下記の点が評価されました。 

 

⚫ 積極的な官民連携によるサーキュラーエコノミーの構築を実践している点 

⚫ 官民連携による社会システムの整備により、今後の資源循環に向けた整理が行われている点 

⚫ 資源回収に伴う環境負荷削減効果に加え、「MEGURU STATION®」の利用を通じて健康への意識 

や幸福感が有意に増加し、累積介護費用の抑制に貢献する等定量的な具体効果が示めされて

いる点 

⚫ 互助共助を通じた地域コミュニティの強化により Well-being 向上へ貢献している点 

 

これらは、アミタグループが 45 年以上にわたり培ってきた資源循環のノウハウや、全国の企

業・自治体等との共創ネットワークによって実現しています。 

 

 

3. MEGURU STATION®および MEGURU PLATFORM の今後の展開 

アミタグループは、自然生態系の「すべてがすべてとつながり影響しあい、変化し続けながら

全体として最適な状態を維持する」という特徴に倣った持続可能な循環型の「エコシステム社会」

の実現をミッションに掲げています。理想社会の実現に向けて、今後も自治体や企業等と積極的

に連携し「MEGURU STATION®」のさらなる展開と、社会インフラとしての「MEGURU PLATFORM」の

構築を目指します。 

具体的には、当社が発起参画する地方自治体と企業の連携を中核とするイノベーションプラッ

トフォーム「一般社団法人エコシステム社会機構（ESA）」での活動や、内閣府の「戦略的イノベ

ーション創造プログラム（SIP）」での自治体の協力による回収プラスチックの分別・供給システ

ムの確立に向けた研究を通して、産業と暮らしのサーキュラーデザインを加速させていきます。 

 

 

  

https://www.amita-hd.co.jp/ir/vision2030.php
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4. 業績に与える影響 

本件が当社の業績に与える影響は軽微です。 

 

 

以      上 

 

■関連リリース 

2022 年６月 10 日  

アミタ HD と千葉大学予防医学センター、「MEGURU STATION®」で健康増進効果を確認 

 

2023 年６月 20 日  

アミタ HD、MEGURU STATION®における再生資源のトレーサビリティシステムの開発を本格スタート 

 

2023 年８月１日  

アミタ HD と東レ、内閣府「戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第３期」に採択 

 

https://www.amita-hd.co.jp/news/220610_meguru.html
https://www.amita-hd.co.jp/news/230620_traceabilitysystem.html
https://www.amita-hd.co.jp/news/230801_sip.html

